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１．原子力防災訓練中期計画上の今年度訓練の位置付け
（１）情報を伝達するための方法や手段を向上させ，高いパフォーマンスが発揮できる組織を

構築する。

２．今年度訓練の訓練目的，達成目標
（１）訓練目的

原子力災害が発生した状況下において，発電所及び本店の原子力防災組織が有効に機能
することを確認するとともに，事故対応能力の向上を図る。

（２）訓練目標
上記の訓練目的を達成するため，以下の訓練目標を設定して取り組む。
①発電所本部及び本店本部は，プラントの状況，事象の進捗，戦略などの情報について
共通のツールを用いて共有し，事象進展に応じたタイミングで必要な情報を共有する。

②発電所本部及び本店本部は，正確な情報を発信し，情報の訂正は必要最小限とする。
③これまでの訓練から抽出された改善事項に対する改善策の有効性を検証する。

全般①：訓練計画
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３．主な検証項目
①発電所本部及び本店本部は，事故事象，又は，事故対応状況に応じたプラントの状況，
戦略，戦略進捗などの情報を共通の情報共有ツールを用いて共有すると共に，本店本部
はＥＲＣプラント班へ事象進展に応じたタイミングで情報伝達できること。

【訓練目標①】

②発電所本部及び本店本部は，正確な情報を共有していること。また，情報の訂正は，必
要最小限とし，やむを得ず訂正を行った場合に適切な方法で訂正されていること。

【訓練目標②】

③発電所本部及び本店本部は，発電所情報を速やかにプラント状況及び戦略にまとめること，
また，10条確認会議等がＥＡＬ該当事象発生から15分以内に会議終了できること。

【訓練目標②】

④改善事項に対する改善策が有効に機能していること。
【訓練目標③】

全般①：訓練計画
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全般①：訓練計画

本部長：原子力防災管理者東海・東海第二発電所
災害対策本部体制

副原子力防災管理者
（オフサイトセンター派遣要員の指名を含む）

発電用原子炉主任技術者※２廃止措置主任者※１

発電所災害対策本部初動要員（重大事故等対策要員）

４．実施・評価体制（１／５）

保修班 広報班 庶務班
保健
安全班

技術班
放射線
管理班

運転班※２ 情報班

運転
対応要員

放射線
管理要員

アクセス
ルート

確保要員

水源
確保要員

電源
確保要員

廃止措置班※１

該当する発電所
※１ 東海発電所
※２ 東海第二発電所
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全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（２／５）

本店総合対策本部体制

５

【凡例】 実線：本店総合対策本部内での連携を示す。
破線：本店総合対策本部外に配置された本部要員との連携を示す。

本部長：社長

副本部長

本部長付

保健安全班放射線管理班情報班 庶務班 技術班広報班即応センター班

ＥＲＣ
プラント班
リエゾン

ＥＲＣ
広報班
リエゾン

本店プレス
センター

後方支援班



全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（３／５）

６

当社知的財産につき、マスキング実施



全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（４／５）

東海・東海第二発電所 災害対策本部評価体制

訓練全体（本部）

保修班

情報班

技術班

保健安全班

廃止措置班※１

放射線管理班

広報班

庶務班

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

取りまとめ：事務局

運転班※２ 評価者 該当する発電所
※１ 東海発電所
※２ 東海第二発電所

７

オフサイトセンター 評価者



全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（５／５）

本店総合災害対策本部評価体制

取りまとめ：事務局

訓練全体（本部）

即応センター班

技術班

放射線管理班

保健安全班

庶務班

情報班

広報班

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者
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全般①：訓練計画

９

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

１０

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

１１

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

１２

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

１３

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

１４

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

６．訓練シナリオ

（１）訓練実施予定日時と訓練スケジュール

２０２０年１２月２５日（金）

訓練 １３：３０～１６：３０（予定）

訓練振り返り １６：３０～１７：００（予定）

（２）想定条件

・ 平日昼間における東海発電所及び東海第二発電所の同時発災

・ 東海発電所：廃止措置中，東海第二発電所：定格熱出力一定運転中

（３）主要シナリオ

東海発電所及び東海第二発電所において警戒事象（ＡＬ），施設敷地緊急事態事象

（ＳＥ），全面緊急事態事象（ＧＥ）に至る原子力災害を想定する。

なお，シナリオスキップは実施しない。

（４）新規制基準適合後のプラント状態を踏まえた実施方針

① シナリオ非提示（コントローラ及びフルスコープシミュレータデータにより情報付

与）

② 現場は一部実動（緊急時環境モニタリング訓練，発電所退避者誘導訓練，

原子力災害医療訓練，オフサイトセンター訓練）
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全般①：訓練計画

７．その他

（１）ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳ使用

ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳは使用せず，ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの代わりにフルスコープ

シミュレータデータを使用して訓練を実施する。

（２）ＣＯＰ様式

添付資料１参照

（３）本店災害対策本部，即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

添付資料２参照

（４）即応センター班の配席図及び役割分担

添付資料３参照

（５）ＥＲＣ書画内の資料整備状況（資料一覧）

ＥＲＣ備付資料については現在見直し中であり，１１月下旬に完成予定である。

１６



日本原子力発電株式会社

東海発電所・東海第二発電所
原子力防災に係る概要資料
（新規制基準適合後想定）

本資料は機密事項を含むため，本提出目的以外に使用されることはご遠慮ください。
また，当社の同意なく本資料の全部又は一部を第三者に公開，開示されることのない
よう，お願いします。

案

２０２０年１１月作成

全般①：訓練計画
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全般①：訓練計画
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全般①：訓練計画

１９



全般①：訓練計画

２０



全般①：訓練計画

２１



全般①：訓練計画

２２



全般①：訓練計画

２３



全般②：事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整

２４

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般②：事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整

２５

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標１：情報共有のための情報フロー

２６

当社知的財産につき、マスキング実施



指標２：ＥＲＣプラント班との情報共有

２７

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

２８

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

２９

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

３０

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３１

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３２

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３３

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前回訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（１／２）

３４

当社知的財産につき、マスキング実施



３５

指標５：前回訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（２／２）

当社知的財産につき、マスキング実施



３６

指標５：過去東海・東海第二防災訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（継続）

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前年度敦賀発電所訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （１／３）

３７

当社知的財産につき、マスキング実施



３８

指標５：前年度敦賀発電所訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （２／３）

当社知的財産につき、マスキング実施



３９

指標５：前年度敦賀発電所訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （３／３）

当社知的財産につき、マスキング実施



４０

指標５：今年度敦賀発電所訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （１／２）

当社知的財産につき、マスキング実施



４１

指標５：今年度敦賀発電所訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （２／２）

当社知的財産につき、マスキング実施



指標６：シナリオの多様化・難度

４２

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標６：シナリオの多様化・難度

４３

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標７：現場実働訓練の実施

１．現場実働訓練の実施内容

・ 今年度の総合訓練で現場実動訓練は実施しない。

・ 現場実動訓練は，旧基準訓練又はⅡ型訓練（電源確保訓練）にて実施する方針で

現在検討中である。（今年度中に実施予定）
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指標８：広報活動

４５

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標９：後方支援活動

４６

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標１０：訓練への視察など （１／２）

１．他原子力事業者の防災訓練及び現場実働訓練への視察

（１）防災訓練

今年度実績：① 東京電力ホールディングス株式会社

福島第一，第二原子力発電所（本店本部視察）

今後，２回の視察（訓練動画確認含む）を計画する。

（２）現場実働訓練

今年度実績：① なし

今後，２回の視察（訓練動画確認含む）を計画する。

４７



２．自社訓練の視察受入れ計画

（１）視察受入れ可能人数

今年度は，新型コロナウィルス対策として視察の受け入れは実施しないが，代わりに訓

練を録画し，その訓練動画を希望事業者に配布することとする。

（２）訓練動画配布希望事業者募集について

募集開始日：１１月下旬予定，募集締切日：１２月１１日（金）予定

募集担当者（氏名，連絡先）

本店即応センター 氏名：

東海・東海第二発電所 氏名：

（３）ピアレビュー等の受入れ

他原子力事業者を外部評価者として受入れ予定

発電所での評価：東北電力株式会社

本店での評価：電源開発株式会社

訓練動画での評価：中部電力株式会社，中国電力株式会社，北陸電力株式会社

指標１０：訓練への視察など （２／２）

４８

個人情報のため、マスキング実施



備考①：訓練参加率

１．発電所参加人数 ：７９人予定（コントローラ１２人を含む）

２．原子力施設事態即応センター参加人数

：８０人予定 （コントローラ１人予定）

３．リエゾン人数 ：７人予定

４．評価者人数 ：発電所１１人予定，本店１０人予定
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備考②：中期計画の見直し （１／２）

５０

当社知的財産につき、マスキング実施



備考②：中期計画の見直し （２／２）

５１

当社知的財産につき、マスキング実施



備考③：シナリオ非提示型訓練の実施状況

１．開示する範囲，内容

（１）原子力オフサイトセンターへの派遣を実働することを開示する。

（２）後方支援拠点との連動（模擬）について開示する。

（３）訓練初期状況・条件について，プレイヤーに事前開示する。

（４）ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの代用として，フルスコープシミュレータデータを用いること

を開示する。
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備考④：新型コロナウィルス感染拡大防止対策

１．本店災害対策本部

（１）本店災害対策本部員等の防護装備

本部員，評価者及びコントローラは，全員フェースシールド及びマスク着用とする。

（２）災害対策本部室入室時の消毒

災害対策本部室へ入室する者は，消毒液による消毒を徹底する。

２．発電所災害対策本部

（１）発電所災害対策本部員の離隔距離の確保

本部員，評価者及びコントローラは，全員フェースシールド及びマスク着用とする。

（２）発電所災害対策本部室入室時の消毒

災害対策本部室へ入室する者は，消毒液による消毒を徹底する。

（３）発電所災害対策本部の換気

訓練中は空調により十分換気を行う。

５３



添付資料１：ＣＯＰ様式（東海第二発電所 プラント状況図）

５４

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（東海第二発電所 戦略シート）

５５

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（東海第二発電所 設備状況シート）

５６

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料２：本店災害対策本部，即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

５７

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料２：本店災害対策本部，即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

５８

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料３：即応センター班の配席図及び役割分担

５９

当社知的財産につき、マスキング実施


